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【手続補正書】
【提出日】平成24年4月27日(2012.4.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明は、原稿台上の原稿を含む原稿台全面を読み取った原稿台画像データから、原稿
画像データを得る画像処理装置において、上記原稿台画像データに含まれる複数の画像領
域を検出し、上記複数の画像領域を包含する矩形領域を抽出する第１の抽出手段と、上記
矩形領域の上辺、下辺、左辺、右辺の４辺をそれぞれ延長して得られる線分を特定する線
分特定手段と、上記特定された各線分を含む近傍領域に存在する画素を抽出する第２の抽
出手段と、上記矩形領域と上記第２の抽出手段が抽出した画素を包含する矩形領域を上記
原稿画像の領域であると決定する決定手段とを有することを特徴とする画像処理装置であ
る。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原稿台上の原稿を含む原稿台全面を読み取った原稿台画像データから、原稿画像データ
を得る画像処理装置において、
　上記原稿台画像データに含まれる複数の画像領域を検出し、上記複数の画像領域を包含
する矩形領域を抽出する第１の抽出手段と；
　上記矩形領域の上辺、下辺、左辺、右辺の４辺をそれぞれ延長して得られる線分を特定
する線分特定手段と；
　上記特定された各線分を含む近傍領域に存在する画素を抽出する第２の抽出手段と；
　上記矩形領域と上記第２の抽出手段が抽出した画素を包含する矩形領域を上記原稿画像
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の領域であると決定する決定手段と；
　を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　上記第２の抽出手段は、直線状に連続する複数の画素または、上記画素の特徴量と上記
第１の抽出手段によって抽出された画像領域の特徴量とを比較し、上記画素の特徴量が上
記第１の抽出手段によって抽出された画像領域の特徴量よりも大きい画素を抽出すること
を特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　原稿台上の原稿を含む原稿台全面を読み取った原稿台画像データから、原稿画像データ
を得る画像処理装置の画像処理方法において、
　上記原稿台画像データに含まれる複数の画像領域を検出し、上記複数の画像領域を包含
する矩形領域を抽出する第１の抽出工程と；
　上記矩形領域の上辺、下辺、左辺、右辺の４辺をそれぞれ延長して得られる線分を特定
する線分特定工程と；
　上記特定された各線分を含む近傍領域に存在する画素を抽出する第２の抽出工程と；
　上記矩形領域と上記第２の抽出工程により抽出された画素を包含する矩形領域を上記原
稿画像の領域であると決定する工程と；
　を有することを特徴とする画像処理装置の画像処理方法。
【請求項４】
　上記第２の抽出工程は、直線状に連続する複数の画素または、上記画素の特徴量と上記
第１の抽出工程によって抽出された画像領域の特徴量とを比較し、上記画素の特徴量が上
記第１の抽出工程によって抽出された画像領域の特徴量よりも大きい画素を抽出すること
を特徴とする請求項３に記載の画像処理方法。
【請求項５】
　請求項３または４に記載の画像処理方法を実現させるためのプログラム。
【請求項６】
　請求項５に記載のプログラムを記憶したコンピュータ読取可能な記憶媒体。


	header
	written-amendment

